
JP 2008-542359 A5 2009.7.16

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年7月16日(2009.7.16)

【公表番号】特表2008-542359(P2008-542359A)
【公表日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-047
【出願番号】特願2008-514302(P2008-514302)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 307/91     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/93     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 407/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/343    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/385    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5355   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/41     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 307/91    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/93    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 409/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 407/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/343   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/385   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5355  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/41    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　



(2) JP 2008-542359 A5 2009.7.16

10

20

   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  21/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月1日(2009.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）又は（ＩＩ）：
【化１】

［式中、
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【化２】

は単結合又は二重結合を表し、
　Ｘは、（ＣＨｍ）ｎ（ここで、ｍは０～２の整数であり、ｎは０～４の整数である）で
あり、
　Ｒ１は、各存在において、独立に、
　ａ）ハロゲン、
　ｂ）環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、
　ｃ）アリール、
　ｄ）Ｒａ（ここで、Ｒａは、Ｒｂ、ＯＲｂ、Ｃ（Ｏ）ＯＲｂ及びＯＣ（Ｏ）Ｒｂ（ここ
で、Ｒｂは、Ｎ、Ｏ及びＳからなる群から選択される１つ又は複数のヘテロ原子で置換さ
れた飽和又は不飽和、直鎖又は分枝Ｃ１～Ｃ８アルキルである）からなる群から選択され
る）、
　ｅ）Ｒｃ（ここで、Ｒｃは、Ｒ、ＯＲ、ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ、ＯＣ（Ｏ）Ｒ
及びＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’）２（ここで、Ｒは、水素、飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環
状Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキル－ＯＲ’、Ｃ１～Ｃ６アルキル－（ＯＲ’）

２、Ｃ１～Ｃ６アルキル－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、及びＣ１～Ｃ６アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’
）２からなる群から選択され、Ｒ’は、各存在において、独立に、水素及び飽和又は不飽
和、直鎖、分枝又は環状Ｃ１～Ｃ６アルキルからなる群から選択される）から選択される
）、
　ｆ）オキシム、及び
　ｇ）Ｎ（Ｒ’）２（ここで、Ｒ’は、各存在において、先に定義された通りである）
　からなる群から選択され、
　ｐは、０～１４の整数であり、
　Ｒ２は、
　ａ）Ｒａ又はＲｃ（ここで、Ｒａ及びＲｃは、先に定義された通りである）、及び
　ｂ）ＯＲ”Ｚ（ここで、Ｒ”は、直接結合、Ｃ（Ｏ）、Ｒｅ及びＣ（Ｏ）Ｒｅ（ここで
、Ｒｅは、飽和又は不飽和、直鎖又は分枝Ｃ１～Ｃ８アルキルである）からなる群から選
択され、Ｚは、ＯＮＯ２、ハロゲン、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ’）２、ＳＲ’、Ｓ（Ｏ）Ｒ’、Ｓ
（Ｏ）（Ｏ）Ｒ’、Ｎ（Ｒ’）２（ここで、Ｒ’は、先に定義された通りである）、並び
にＮ、Ｏ及びＳからなる群から選択される少なくとも１つのヘテロ原子を含む６個までの
原子の飽和又は不飽和複素環からなる群から選択される）
　からなる群から選択され、
　Ｒ３は、
　ａ）Ｒｄ（ここで、Ｒｄは、水素、Ｃ（Ｏ）ＯＲ”’、Ｃ（Ｏ）Ｒ”’、ＣＮ及びＮＯ

２（ここで、Ｒ”’は、水素及び飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環状Ｃ１～Ｃ１２アル
キルからなる群から選択される）からなる群から選択される）、
　ｂ）非置換又は先に定義された通りの飽和若しくは不飽和複素環で置換された、飽和又
は不飽和、直鎖、分枝又は環状Ｃ２～Ｃ１２アルキル、
　ｃ）アリールで置換された飽和又は不飽和、直鎖又は分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキル、及び
　ｄ）先に定義された通りの飽和又は不飽和複素環（前記環は、非置換であるか又は少な
くとも１つの飽和若しくは不飽和、直鎖、分枝若しくは環状Ｃ１～Ｃ６アルキル（前記ア
ルキルは非置換又はアリールで置換されていてよい）で置換されている）
　からなる群から選択され、
　Ｒ４は、各存在において、独立に、水素、ＮＯ２及びＮＨ２からなる群から選択され、
ｑは、０～２の整数である］の化合物、及び前記化合物の立体異性体、薬剤として許容さ
れる塩、エステル、多形体又は溶媒和物であって、
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　但し、Ａはフェニル環ではなく、式（Ｉ）の化合物において、（ａ）ｎが１の場合は、
Ｒ１はＣ２位置においてフェニルではなく、（ｂ）ｎが２である場合は、Ｃ２におけるＲ

１はイソプロピルであり、従ってＣ５におけるＲ１はメチル以外であり、及び（ｃ）ｎが
２である場合は、Ｒ１はＣ３においてメチル及びヒドロキシルであり、Ｃ６においてイソ
プロペニルであり、従ってＲ２は、ＯＨ、ＯＣＨ３及びＯＣ（Ｏ）ＣＨ３以外であり、式
（ＩＩ）の化合物において、ｎが２である場合は、Ｃ２におけるＲ１はイソプロピルであ
り、従ってＣ５におけるＲ１はメチル以外である化合物。
【請求項２】
　式（Ｉ）：
【化３】

の構造により表される、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ｎが１～３の整数であり、ｐが０～４の整数であり、ｑが０～２の整数であり、環Ａが
飽和又は不飽和（環Ａの任意の二重結合は、Ｃ１とＣ２又はＣ３とＣ４の間に位置する）
であり、Ｒ１が、各存在において、独立に、水素、ハロゲン、環Ａの炭素分子と一緒にな
ってカルボニル基を形成する酸素分子、オキシム、ＮＨ２、Ｒ、ＯＲ及びＣ（Ｏ）ＯＲか
らなる群から選択され、Ｒ２が、Ｒｃ、ＯＲ、ＯＲ”Ｚ、ＯＣ（Ｏ）Ｒｂ、ＯＲｂ及びＯ
Ｃ（Ｏ）Ｒからなる群から選択され、Ｒ３が、Ｃ（Ｏ）Ｒ”’、Ｃ（Ｏ）ＯＲ”’、及び
非置換又は複素環若しくはアリールで置換されている飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環
状Ｃ１～Ｃ１２アルキルからなる群から選択され、Ｒ４が、水素及びＮＯ２からなる群か
ら選択され、Ｒ、Ｒ”、Ｒ”’、Ｒｂ、複素環及びＺが先に定義された通りである、請求
項２に記載の化合物。
【請求項４】
　ａ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは１であり、環Ａは飽和であり、Ｒ１は、各存在に
おいて、独立に、水素及びＣＨ３からなる群から選択され、Ｒ２はＯＨ及びＯＣ（Ｏ）Ｃ
Ｈ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨからなる群から選択され、Ｒ３は１，１－ジメチルペンチル及び１
，１－ジメチルヘプチルからなる群から選択される）、
　ｂ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環Ａは飽和又は不飽和（任意の二重結
合は、Ｃ１とＣ２又はＣ３とＣ４の間に位置する）であり、Ｒ１は、各存在において、独
立に、水素、環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、ＯＨ、イ
ソプロピリデン、オキシム、ヨウ素及びＣＨ３からなる群から選択され、Ｒ２は、ＯＨ、
ＯＣＨ３、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣＨ２ＳＣＨ３、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＣ（Ｏ
）ＣＨ３、ＯＰ（Ｏ）（ＯＣ２Ｈ５）２、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＣＨ２ＣＨ２－モ
ルホリン、ＯＣ（Ｏ）－ピペリジン、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）２ＮＨＣＨ３、ＯＣＨ２ＣＨ
（ＯＨ）ＣＨ２ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３Ｂｒ
及びＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３ＯＮＯ２からなる群から選択され、Ｒ３は、２－フェネチル
－［１，３］－ジチオラン、２－メチル－［１，３］ジチオラン－２－イル、Ｃ（Ｏ）Ｃ
Ｈ３、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、１，１－ジメチルペンチル及び１，１－ジメチルヘプチルから
なる群から選択され、Ｒ４は、水素及びＮＯ２からなる群から選択される）、及び
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　ｃ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは３であり、環Ａは飽和であり、Ｒ１は、水素、Ｏ
Ｈ、ヨウ素、オキシム、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、ＮＨ２、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ
、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ３及び
環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子からなる群から選択され
、Ｒ２は、ＯＨ、ＯＣＨ２ＣＨ２－モルホリン、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ
＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｃ２Ｈ５）２、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３及びＯ（
ＣＨ２）３Ｃ（Ｏ）ＯＨからなる群から選択され、Ｒ３はペンチル、１，１－ジメチルペ
ンチル及び１，１－ジメチルヘプチルからなる群から選択され、Ｒ４は水素及びＮＯ２か
らなる群から選択される）
　からなる群から選択される、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　ａ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは１であり、環Ａは飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は、水素、Ｃ２位置におけるＣＨ３、Ｃ２及びＣ３位置におけるＣＨ３から
なる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｉ）Ｒ１は、Ｃ２位置におけるＣＨ３であり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－
ジメチルペンチルである、又は
　　ｉｉｉ）Ｒ１は、Ｃ２及びＣ３位置におけるＣＨ３であり、Ｒ２は、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ
＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｂ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環Ａは飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は、Ｃ３位置における水素、ＯＨ、環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカル
ボニル基を形成する酸素分子、ヨウ素又はオキシム、Ｃ４位置におけるｇｅｍ－ジメチル
、Ｃ２位置におけるＣＨ３及びＣ５位置におけるイソプロピリデンの両方、環Ａの炭素分
子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子及びＣ４位置におけるｇｅｍ－ジ
メチルの両方、並びにＣ３位置におけるＯＨ及びＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルの両
方からなる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである
、
　　ｉｉ）Ｒ１は、Ｃ４位置における更なるｇｅｍ－ジメチルを伴う又は伴わないＣ３位
置における水素、ＯＨ、環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素
分子又はオキシム、Ｃ３位置におけるヨウ素及びＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルから
なる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルペンチルである、
　　ｉｉｉ）Ｒ１はＣ４位置における水素又はｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＣＨ２

Ｃ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチル又は１，１－ジメチルペンチルで
ある、
　　ｉｖ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２は、ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）Ｃ
Ｈ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ３、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＰ（Ｏ）（ＯＣ２

Ｈ５）２、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＣ（Ｏ）－ピペリジン、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３

Ｂｒ及びＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３ＯＮＯ２からなる群から選択され、Ｒ３は１，１－ジメ
チルペンチルである、
　　ｖ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は２－メチル－［１，３］ジチオラ
ン－２－イル、Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、及びＣ（Ｏ）ＯＣＨ３からなる群から選択される、
　　ｖｉ）Ｒ１はＣ４位置における更なるｇｅｍ－ジメチルを伴う又は伴わない環Ａの炭
素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子又はＣ３位置におけるオキシ
ムからなる群から選択され、Ｒ２はＯＣＨ２ＳＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－ジメチルペ
ンチルである、
　　ｖｉｉ）Ｒ１はＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝
ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ又はＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）２ＮＨＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－ジメチ
ルペンチルである、
　　ｖｉｉｉ）Ｒ１はＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＨ又はＯＣ（
Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は２－フェネチル－［１，３］ジチオラン－２
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－イルである、又は
　　ｉｘ）Ｒ１はＣ３位置におけるＯＨであり、Ｒ２はＯＣ（Ｏ）ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）２

Ｏ（ＣＨ２）２ＯＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｃ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環ＡはＣ３とＣ４の間に位置する二重
結合を有する不飽和であり、Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメ
チルペンチル又は１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｄ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環Ａは飽和であり、Ｒ１は水素であり
、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルペンチルであり、Ｒ４は、Ｒ２に対してオ
ルト、パラ、又はオルト及びパラの両方の位置におけるＮＯ２である）、
　ｅ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環ＡはＣ１とＣ２の間に位置する二重
結合を有する不飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＨ又はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、
Ｒ３は１，１－ジメチルペンチル又は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｉ）Ｒ１は環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子及
びＣ６位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＨ又はＯＣＨ３であり、Ｒ３は１
，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｉｉ）Ｒ１は環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子
及びＣ５位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－
ジメチルヘプチルである、又は
　　ｉｖ）Ｒ１はＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は
１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｆ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは３であり、環Ａは飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は水素、環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分
子及びＣ３位置におけるＯＨからなる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１
－ジメチルヘプチル又はジメチルペンチルである、
　　ｉｉ）Ｒ１は環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子又
はＣ３及びＣ４の両方の位置におけるＯＨであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジ
メチルペンチルである、
　　ｉｉｉ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＣＨ２ＣＨ２－モルホリンであり、Ｒ３は１，
１－ジメチルペンチル又は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｖ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ又はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ
（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｖ）Ｒ１はＣ３位置におけるＯＨであり、Ｒ２は、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＰ（Ｏ
）（ＯＨ）２、Ｏ（ＣＨ２）３Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ２Ｈ５）２、Ｏ（
ＣＨ２）２－モルホリン及びＯＣＨ２－テトラゾールからなる群から選択され、Ｒ３は１
，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｖｉ）Ｒ１はＣ３位置におけるヨウ素又はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり
、Ｒ２はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルで
ある、
　　ｖｉｉ）Ｒ１はＣ３位置における水素又はＯＨであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３はペ
ンチルである、
　　ｖｉｉｉ）Ｒ１はＣ３位置におけるオキシム、ヨウ素、又はＮＨ２、Ｃ７位置におけ
るＣ（Ｏ）ＯＣＨ３、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３又はＣ（Ｏ）ＯＨ、並びにＣ
３位置におけるＯＨ及びＣ７位置におけるＣ（Ｏ）ＯＨの両方からなる群から選択され、
Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルであり、又は、
　　ｉｘ）Ｒ１はＣ３位置におけるＯＨであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメ
チルヘプチルであり、及びＲ４は、Ｒ２に対してオルト又はパラ位置におけるＮＯ２であ
る）
　からなる群から選択される、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
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　前記化合物が、６－（１，１－ジメチルペンチル）－８ａ－メチル－２，３，３ａ，８
ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］インデン－４－オール；６－
（１，１－ジメチルヘプチル）－８ａ－メチル－２，３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－１
Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］インデン－４－オール；６－（１，１－ジメチルヘ
プチル）－２，３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］
インデン－４－オール；６－（１，１－ジメチルヘプチル）－１，８ａ－ジメチル－２，
３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］インデン－４－
オール；ブト－２－エン二酸モノ－［６－（１，１－ジメチルヘプチル）－１，８ａ－ジ
メチル－２，３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］イ
ンデン－４－イル］エステル；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，６，７，８，
９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルヘプチ
ル）－６－ヨード－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－
オール；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，８，９，９ａ－テトラヒドロジベン
ゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９
ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）－
６－ヨード－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール
；３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，８，９，９ａ－テトラヒドロ－ジベンゾフ
ラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－
ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１，６－ジオール；３－（１，１－ジメチルペンチル）
－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサ－ヒドロ－ジベンゾフラン－
１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１，６－ジオール；３－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベン
ゾフラン－１，６－ジオール；［３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ］－酢酸；３－［３－（１
，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラ
ン－１－イルオキシ］－プロパン－１，２－ジオール；３－（１，１－ジメチルペンチル
）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１，６－ジオール；
３－（２－メチル－［１，３］ジチオラン－２－イル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－
ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；４－｛２－［３－（１，１－ジメチルペン
チル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ
］－エチル｝－モルホリン；ブト－２－エン二酸モノ－［３－（１，１－ジメチルペンチ
ル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステ
ル；酢酸３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒド
ロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；ジエチルリン酸モノ－［３－（１，１－ジメチ
ルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾ－フラン－１－イ
ル］エステル；リン酸モノ－［３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，
９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；３－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベン
ゾフラン－１－オール；［３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，６，７，８，９，
９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ］－酢酸；３－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－８－イソプロピリデン－５ａ－メチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；１－（１－ヒドロキシ－５ａ，６，７，８，
９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－３－イル）－エタノン；１－ヒドロキシ－５
ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－３－カルボン酸メチルエス
テル；５－［３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサ
ヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシメチル］－１Ｈ－テトラゾール；ピペリジン－
３－カルボン酸３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキ
サヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；４－ブロモ酪酸３－（１，１－ジメチル
ペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエ
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ステル；４－ニトロオキシ－酪酸３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；７－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－９－ヒドロキシ－３，３－ジメチル－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ
－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキ
シ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，
１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－
ジベンゾフラン－４－オンオキシム；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－メチルス
ルファニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－
オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テト
ラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－
メチルスルファニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラ
ン－４－オンオキシム；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－２，３，
４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オンオキシム；７－（１，１－
ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－３，３－ジメチル－２，３，４ａ，９ｂ－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－３，３
－ジメチル－９－メチルスルファニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１
Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－
３，３－ジメチル－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オ
ンオキシム；７－（１，１－ジメチルペンチル）－３，３－ジメチル－９－メチルスルフ
ァニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン
オキシム；［３－（１，１－ジメチルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ］－酢酸；ブト－２－エン
二酸モノ－［３－（１，１－ジメチルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；７，７－ジメチル－
３－（２－フェネチル－［１，３］ジチオラン－２－イル）－５ａ，６，７，８，９，９
ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－メチルアミノ－プロピオン酸３－
（１，１－ジメチル－ヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；ブト－２－エン二酸モノ－［７，７－
ジメチル－３－（２－フェネチル－［１，３］ジチオラン－２－イル）－５ａ，６，７，
８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；３－（１，１－ジ
メチルペンチル）－２，４－ジニトロ－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジ
ベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）－２－ニトロ－５ａ，６
，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメ
チルペンチル）－４－ニトロ－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフ
ラン－１－オール；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－（．１，
１－ジメチル－ヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－
オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４，９－ジオール；２－（１，１－ジメチルペンチル）
－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズ
レン－４－オール；２－（１，１－ジメチルペンチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４，９－ジオール；２－（
１，１－ジメチルペンチル）－４－ヒドロキシ－４ｂ，５，６，７，８，９ａ－ヘキサヒ
ドロ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オン；２－（１，１－ジメチルヘプチ
ル）－４－ヒドロキシ－４ｂ，５，６，７，８，９ａ－ヘキサヒドロ－１０－オキサ－ベ
ンゾ［α］アズレン－９－オン；４－｛２－［２－（１，１－ジメチル－ヘプチル）－５
，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン
－４－イルオキシ］－エチル｝－モルホリン；［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５
，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン
－４－イルオキシ］－酢酸；ブト－２－エン二酸モノ－［２－（１，１－ジメチルヘプチ
ル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］
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アズレン－４－イル］エステル；［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ
－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズ
レン－４－イルオキシ］－酢酸；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，９ａ
－テトラヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－（１
，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－
オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４，８，９－トリオール；ブト－２－エン二酸モノ－［
９－（３－カルボキシ－アクリロイルオキシ）－２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５
，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン
－４－イル］エステル；リン酸モノ－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロ
キシ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］
アズレン－４－イル］エステル；２－ペンチル－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒド
ロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－ペンチル－５，６
，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４
，９－ジオール；４－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－５，６，
７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－
イルオキシ］－酪酸；２－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－５，
６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－
４－イルオキシ］Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－
４－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒド
ロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オール；２－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－４－（２Ｈ－テトラゾール－５－イルメトキシ）－５，６，７，８，９，
９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オール；２－
（１，１－ジメチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒ
ドロ－４ｂＨ－１０－オキサベンゾ［α］アズレン－５－カルボン酸メチルエステル；２
－（１，１－ジメチルヘプチル）－４，９－ジヒドロキシ－５，６，７，８，９，９ａ－
ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－５－カルボン酸；２－（
１，１－ジメチルヘプチル）－５－ヒドロキシメチル－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキ
サヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；［２－（１，１
－
ジメチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂ
Ｈ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－５－イル］－酢酸メチルエステル；２－（１
，１－ジメチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－４ｂ，５，６，７，８，９ａ－ヘキサヒド
ロ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オンオキシム；２－（１，１－ジメチル
ヘプチル）－９－ヨード－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オ
キサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；［２－（２－メトキシ－エトキシ）－エトキ
シ］－酢酸２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－５，６，７，８，９，
９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－イルエステル
；ブト－２－エン二酸モノ－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヨード－５，６
，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４
－イル］エステル；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－５，６，７，
８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－５－カル
ボン酸；９－アミノ－２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－
ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサベンゾ［α］アズレン－４－オール；９－アミノ－
２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ
－１０－デスオキシ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－（１，１－ジメチルヘプ
チル）－３－ニトロ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ
－ベンゾ［α］アズレン－４，９－ジオール；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－１－
ニトロ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α
］アズレン－４，９－ジオール；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－６，７，８，９－
テトラヒドロジベンゾフラン－１－オール；ブト－２－エン二酸モノ－［３－（１，１－
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ジメチルヘプチル）－６，７，８，９－テトラヒドロジベンゾフラン－１－イル］エステ
ル；３－（１，１－ジメチルペンチル）－６，７，８，９－テトラヒドロ－ジベンゾフラ
ン－１－オール；７－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－メトキシ－１，１－ジメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルヘプチ
ル）－９－メトキシ－２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４
－オン；ブト－２－エン二酸モノ－［３－（１，１－ジメチルペンチル）－６，７，８，
９－テトラヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；７－（１，１－ジメチルヘプ
チル）－９－ヒドロキシ－１，１－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン
－４－オン；及び３－（１，１－ジメチルヘプチル）－７，７－ジメチル－６，７，８，
９－テトラヒドロ－ジベンゾフラン－１－オールからなる群から選択される化合物。
【請求項７】
　式（ＩＩ）：
【化４】

の構造により表される、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　ｎが１～３の整数であり、環Ａが不飽和であり、Ｒ１が水素、環Ａの炭素分子と一緒に
なってカルボニル基を形成する酸素分子、及びＲからなる群から選択され、Ｒ２がＯＲで
あり、Ｒ３が飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環状Ｃ１～Ｃ１２アルキルであり、Ｒが先
に定義された通りである、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　ｎが２であり、環Ａが不飽和であり、二重結合がＣ１とＣ２の間に位置し、Ｒ１が水素
、環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、及びＣＨ３からなる
群から選択され、Ｒ２がＯＣＨ３であり、Ｒ３が１，１－ジメチルヘプチルである、請求
項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　ｎが２であり、環Ａが不飽和であり、二重結合がＣ１とＣ２の間に位置し、Ｒ１が環Ａ
の炭素分子Ｃ６と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、及びＣ３又はＣ４位置
におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２がＯＣＨ３であり、Ｒ３が１，１－ジメチルヘプ
チルである、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　前記化合物が、９－（１，１－ジメチルヘプチル）－７－メトキシ－１，１－ジメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン、及び９－（１，１－ジメチルヘ
プチル）－７－メトキシ－２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン
－４－オンからなる群から選択される、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
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　活性成分として、一般式（Ｉ）又は（ＩＩ）：
【化５】

［式中、
【化６】

は単結合又は二重結合を表し、
　Ｘは、（ＣＨｍ）ｎ（ここで、ｍは０～２の整数であり、ｎは０～４の整数である）で
あり、
　Ｒ１は、各存在において、独立に、
　ａ）ハロゲン、
　ｂ）環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、
　ｃ）アリール、
　ｄ）Ｒａ（ここで、Ｒａは、Ｒｂ、ＯＲｂ、Ｃ（Ｏ）ＯＲｂ及びＯＣ（Ｏ）Ｒｂ（ここ
で、Ｒｂは、Ｎ、Ｏ及びＳからなる群から選択される１つ又は複数のヘテロ原子で置換さ
れた飽和又は不飽和、直鎖又は分枝Ｃ１～Ｃ８アルキルである）からなる群から選択され
る）、
　ｅ）Ｒｃ（ここで、Ｒｃは、Ｒ、ＯＲ、ＯＣ（Ｏ）ＯＲ、Ｃ（Ｏ）ＯＲ、ＯＣ（Ｏ）Ｒ
及びＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’）２（ここで、Ｒは、水素、飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環
状Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキル－ＯＲ’、Ｃ１～Ｃ６アルキル－（ＯＲ’）

２、Ｃ１～Ｃ６アルキル－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、及びＣ１～Ｃ６アルキル－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’
）２からなる群から選択され、Ｒ’は、各存在において、独立に、水素及び飽和又は不飽
和、直鎖、分枝又は環状Ｃ１～Ｃ６アルキルからなる群から選択される）から選択される
）、
　ｆ）オキシム、及び
　ｇ）Ｎ（Ｒ’）２（ここで、Ｒ’は、各存在において、先に定義された通りである）
　からなる群から選択され、
　ｐは、０～１４の整数であり、
　Ｒ２は、
　ａ）Ｒａ又はＲｃ（ここで、Ｒａ及びＲｃは、先に定義された通りである）、及び
　ｂ）ＯＲ”Ｚ（ここで、Ｒ”は、直接結合、Ｃ（Ｏ）、Ｒｅ及びＣ（Ｏ）Ｒｅ（ここで
、Ｒｅは、飽和又は不飽和、直鎖又は分枝Ｃ１～Ｃ８アルキルである）からなる群から選
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択され、Ｚは、ＯＮＯ２、ハロゲン、Ｐ（Ｏ）（ＯＲ’）２、ＳＲ’、Ｓ（Ｏ）Ｒ’、Ｓ
（Ｏ）（Ｏ）Ｒ’、Ｎ（Ｒ’）２（ここで、Ｒ’は、先に定義された通りである）、並び
にＮ、Ｏ及びＳからなる群から選択される少なくとも１つのヘテロ原子を含む６個までの
原子の飽和又は不飽和複素環からなる群から選択される）
　からなる群から選択され、
　Ｒ３は、
　ａ）Ｒｄ（ここで、Ｒｄは、Ｃ（Ｏ）ＯＲ”’、Ｃ（Ｏ）Ｒ”’、ＣＮ及びＮＯ２（こ
こで、Ｒ”’は、水素及び飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環状Ｃ１～Ｃ１２アルキルか
らなる群から選択される）からなる群から選択される）、
　ｂ）非置換又は先に定義された通りの飽和若しくは不飽和複素環で置換された、飽和又
は不飽和、直鎖、分枝又は環状Ｃ２～Ｃ１２アルキル、
　ｃ）アリールで置換された飽和又は不飽和、直鎖又は分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキル、及び
　ｄ）先に定義された通りの飽和又は不飽和複素環（前記環は、非置換であるか又は少な
くとも１つの飽和若しくは不飽和、直鎖、分枝若しくは環状Ｃ１～Ｃ６アルキル（前記ア
ルキルは非置換又はアリールで置換されていてよい）で置換されている）
　からなる群から選択され、
　Ｒ４は、各存在において、独立に、水素、ＮＯ２及びＮＨ２からなる群から選択され、
ｑは、０～２の整数である］の化合物、及び前記化合物の立体異性体、薬剤として許容さ
れる塩、エステル、多形体又は溶媒和物の有効量を含み、更に、薬剤として許容される希
釈剤又は担体を含む薬剤組成物であって、
　但し、Ａは、フェニル環ではなく、式（Ｉ）の化合物において、（ａ）ｎが１の場合は
、Ｒ１はＣ２位置においてフェニルではなく、（ｂ）ｎが２である場合は、Ｃ２における
Ｒ１はイソプロピルであり、従ってＣ５におけるＲ１はメチル以外であり、及び（ｃ）ｎ
が２である場合は、Ｒ１はＣ３においてメチル及びヒドロキシルであり、Ｃ６においてイ
ソプロペニルであり、従ってＲ２は、ＯＨ、ＯＣＨ３及びＯＣ（Ｏ）ＣＨ３以外であり、
式（ＩＩ）の化合物において、ｎが２である場合は、Ｃ２におけるＲ１はイソプロピルで
あり、従ってＣ５におけるＲ１はメチル以外である薬剤組成物。
【請求項１３】
　活性成分として、式（Ｉ）：
【化７】

の構造により表される化合物を含む、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項１４】
　ｎが１～３の整数であり、環ｐが０～４の整数であり、ｑが０～２の整数であり、Ａが
飽和又は不飽和（環Ａの任意の二重結合は、Ｃ１とＣ２又はＣ３とＣ４の間に位置する）
であり、Ｒ１が、各存在において、独立に、水素、ハロゲン、環Ａの炭素分子と一緒にな
ってカルボニル基を形成する酸素分子、オキシム、ＮＨ２、Ｒ、ＯＲ及びＣ（Ｏ）ＯＲか
らなる群から選択され、Ｒ２が、Ｒｃ、ＯＲ、ＯＲ”Ｚ、ＯＣ（Ｏ）Ｒｂ、ＯＲｂ及びＯ
Ｃ（Ｏ）Ｒからなる群から選択され、Ｒ３が、Ｃ（Ｏ）Ｒ”’、Ｃ（Ｏ）ＯＲ”’、及び
非置換又は複素環若しくはアリールで置換されている飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環
状Ｃ１～Ｃ１２アルキルからなる群から選択され、Ｒ４が、水素及びＮＯ２からなる群か
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ら選択され、Ｒ、Ｒ”、Ｒ”’、Ｒｂ、複素環及びＺが先に定義された通りである、請求
項１３に記載の薬剤組成物。
【請求項１５】
　前記活性成分が、
　ａ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは１であり、環Ａは飽和であり、Ｒ１は、各存在に
おいて、独立に、水素及びＣＨ３からなる群から選択され、Ｒ２はＯＨ及びＯＣ（Ｏ）Ｃ
Ｈ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨからなる群から選択され、Ｒ３は１，１－ジメチルペンチル及び１
，１－ジメチルヘプチルからなる群から選択される）、
　ｂ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環Ａは飽和又は不飽和（任意の二重結
合は、Ｃ１とＣ２又はＣ３とＣ４の間に位置する）であり、Ｒ１は、各存在において、独
立に、水素、環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、ＯＨ、イ
ソプロピリデン、オキシム、ヨウ素及びＣＨ３からなる群から選択され、Ｒ２は、ＯＨ、
ＯＣＨ３、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣＨ２ＳＣＨ３、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＣ（Ｏ
）ＣＨ３、ＯＰ（Ｏ）（ＯＣ２Ｈ５）２、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＣＨ２ＣＨ２－モ
ルホリン、ＯＣ（Ｏ）－ピペリジン、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）２ＮＨＣＨ３、ＯＣＨ２ＣＨ
（ＯＨ）ＣＨ２ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３Ｂｒ
及びＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３ＯＮＯ２からなる群から選択され、Ｒ３は２－フェネチル－
［１，３］－ジチオラン、２－メチル－［１，３］ジチオラン－２－イル、Ｃ（Ｏ）ＣＨ

３、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、１，１－ジメチルペンチル及び１，１－ジメチルヘプチルからな
る群から選択され、Ｒ４は、水素及びＮＯ２からなる群から選択される）、及び
　ｃ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは３であり、環Ａは飽和であり、Ｒ１は、水素、Ｏ
Ｈ、ヨウ素、オキシム、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、ＮＨ２、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ
、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ３及び
環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子からなる群から選択され
、Ｒ２は、ＯＨ、ＯＣＨ２ＣＨ２－モルホリン、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ
＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｃ２Ｈ５）２、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３及びＯ（
ＣＨ２）３Ｃ（Ｏ）ＯＨからなる群から選択され、Ｒ３はペンチル、１，１－ジメチルペ
ンチル及び１，１－ジメチルヘプチルからなる群から選択され、Ｒ４は水素及びＮＯ２か
らなる群から選択される）
　からなる群から選択される、請求項１４に記載の薬剤組成物。
【請求項１６】
　前記活性成分が、
　ａ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは１であり、環Ａは飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は、水素、Ｃ２位置におけるＣＨ３、Ｃ２及びＣ３位置におけるＣＨ３から
なる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｉ）Ｒ１は、Ｃ２位置におけるＣＨ３であり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－
ジメチルペンチルである、又は
　　ｉｉｉ）Ｒ１は、Ｃ２及びＣ３位置におけるＣＨ３であり、Ｒ２は、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ
＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｂ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環Ａは飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は、Ｃ３位置における水素、ＯＨ、環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカル
ボニル基を形成する酸素分子、Ｃ３位置におけるヨウ素又はオキシム、Ｃ４位置における
ｇｅｍ－ジメチル、Ｃ２位置におけるＣＨ３及びＣ５位置におけるイソプロピリデンの両
方、環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子及びＣ４位置に
おけるｇｅｍ－ジメチルの両方、並びにＣ３位置におけるＯＨ及びＣ４位置におけるｇｅ
ｍ－ジメチルの両方からなる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチ
ルヘプチルである、
　　ｉｉ）Ｒ１は、Ｃ４位置における更なるｇｅｍ－ジメチルを伴う又は伴わないＣ３位
置における水素、ＯＨ、環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素



(14) JP 2008-542359 A5 2009.7.16

分子、又はＣ３位置におけるオキシム、Ｃ３位置におけるヨウ素及びＣ４位置におけるｇ
ｅｍ－ジメチルからなる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルペ
ンチルである、
　　ｉｉｉ）Ｒ１はＣ４位置における水素又はｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＣＨ２

Ｃ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチル又は１，１－ジメチルペンチルで
ある、
　　ｉｖ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２は、ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）Ｃ
Ｈ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ３、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＰ（Ｏ）（ＯＣ２

Ｈ５）２、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＣ（Ｏ）－ピペリジン、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３

Ｂｒ及びＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３ＯＮＯ２からなる群から選択され、Ｒ３は１，１－ジメ
チルペンチルである、
　　ｖ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は２－メチル－［１，３］ジチオラ
ン－２－イル、Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、及びＣ（Ｏ）ＯＣＨ３からなる群から選択される、
　　ｖｉ）Ｒ１はＣ４位置における更なるｇｅｍ－ジメチルを伴う又は伴わない環Ａの炭
素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子又はＣ３位置におけるオキシ
ムからなる群から選択され、Ｒ２はＯＣＨ２ＳＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－ジメチルペ
ンチルである、
　　ｖｉｉ）Ｒ１はＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝
ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ又はＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）２ＮＨＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－ジメチ
ルペンチルである、
　　ｖｉｉｉ）Ｒ１はＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＨ又はＯＣ（
Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は２－フェネチル－［１，３］ジチオラン－２
－イルである、又は
　　ｉｘ）Ｒ１はＣ３位置におけるＯＨであり、Ｒ２はＯＣ（Ｏ）ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２）２

Ｏ（ＣＨ２）２ＯＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｃ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環ＡはＣ３とＣ４の間に位置する二重
結合を有する不飽和であり、Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメ
チルペンチル又は１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｄ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環Ａは飽和であり、Ｒ１は水素であり
、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルペンチルであり、Ｒ４は、Ｒ２に対してオ
ルト、パラ、又はオルト及びパラの両方の位置におけるＮＯ２である）、
　ｅ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは２であり、環ＡはＣ１とＣ２の間に位置する二重
結合を有する不飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＨ又はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、
Ｒ３は１，１－ジメチルペンチル又は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｉ）Ｒ１は環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子及
びＣ６位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＨ又はＯＣＨ３であり、Ｒ３は１
，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｉｉ）Ｒ１は環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子
、及びＣ５位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＣＨ３であり、Ｒ３は１，１
－ジメチルヘプチルである、又は
　　ｉｖ）Ｒ１はＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は
１，１－ジメチルヘプチルである）、
　ｆ）式（Ｉ）の化合物（ここで、ｎは３であり、環Ａは飽和であり、
　　ｉ）Ｒ１は水素、環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分
子、及びＣ３位置におけるＯＨからなる群から選択され、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，
１－ジメチルヘプチル又はジメチルペンチルである、
　　ｉｉ）Ｒ１は環Ａの炭素分子Ｃ３と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、
又はＣ３及びＣ４の両方の位置におけるＯＨであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－
ジメチルペンチルである、
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　　ｉｉｉ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＣＨ２ＣＨ２－モルホリンであり、Ｒ３は１，
１－ジメチルペンチル又は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｉｖ）Ｒ１は水素であり、Ｒ２はＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ又はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ
（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｖ）Ｒ１はＣ３位置におけるＯＨであり、Ｒ２は、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＰ（Ｏ
）（ＯＨ）２、Ｏ（ＣＨ２）３Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ２Ｈ５）２、Ｏ（
ＣＨ２）２－モルホリン及びＯＣＨ２－テトラゾールからなる群から選択され、Ｒ３は１
，１－ジメチルヘプチルである、
　　ｖｉ）Ｒ１は、Ｃ３位置におけるヨウ素又はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであ
り、Ｒ２はＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチル
である、
　　ｖｉｉ）Ｒ１はＣ３位置における水素又はＯＨであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３はペ
ンチルである、
　　ｖｉｉｉ）Ｒ１はＣ３位置におけるオキシム、ヨウ素、又はＮＨ２、Ｃ７位置におけ
るＣ（Ｏ）ＯＣＨ３、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３又はＣ（Ｏ）ＯＨ、並びにＣ
３位置におけるＯＨ及びＣ７位置におけるＣ（Ｏ）ＯＨの両方からなる群から選択され、
Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルである、
　　iｘ）Ｒ１はＣ３位置におけるＯＨであり、Ｒ２はＯＨであり、Ｒ３は１，１－ジメ
チルヘプチルであり、Ｒ４は、Ｒ２に対してオルト又はパラ位置におけるＮＯ２である）
　からなる群から選択される、請求項１５に記載の薬剤組成物。
【請求項１７】
　活性成分として、６－（１，１－ジメチルペンチル）－８ａ－メチル－２，３，３ａ，
８ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］インデン－４－オール；６
－（１，１－ジメチルヘプチル）－８ａ－メチル－２，３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－
１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］インデン－４－オール；６－（１，１－ジメチル
ヘプチル）－２，３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α
］インデン－４－オール；６－（１，１－ジメチルヘプチル）－１，８ａ－ジメチル－２
，３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］インデン－４
－オール；ブト－２－エン二酸モノ－［６－（１，１－ジメチルヘプチル）－１，８ａ－
ジメチル－２，３，３ａ，８ａ－テトラヒドロ－１Ｈ－８－オキサ－シクロペンタ［α］
インデン－４－イル］エステル；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルヘプ
チル）－６－ヨード－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１
－オール；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，８，９，９ａ－テトラヒドロジベ
ンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，
９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）
－６－ヨード－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オー
ル；３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，８，９，９ａ－テトラヒドロ－ジベンゾ
フラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ
－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１，６－ジオール；３－（１，１－ジメチルペンチル
）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－
１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１，６－ジオール；３－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベン
ゾフラン－１，６－ジオール；［３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ］－酢酸；３－［３－（１
，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラ
ン－１－イルオキシ］－プロパン－１，２－ジオール；３－（１，１－ジメチルペンチル
）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１，６－ジオール；
３－（２－メチル－［１，３］ジチオラン－２－イル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－
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ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；４－｛２－［３－（１，１－ジメチルペン
チル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ
］－エチル｝－モルホリン；ブト－２－エン二酸モノ－［３－（１，１－ジメチルペンチ
ル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステ
ル；酢酸３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒド
ロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；ジエチルリン酸モノ－［３－（１，１－ジメチ
ルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾ－フラン－１－イ
ル］エステル；リン酸モノ－［３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，
９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；３－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベン
ゾフラン－１－オール；［３－（１，１－ジメチルヘプチル）－５ａ，６，７，８，９，
９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ］－酢酸；３－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－８－イソプロピリデン－５ａ－メチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；１－（１－ヒドロキシ－５ａ，６，７，８，
９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－３－イル）－エタノン；１－ヒドロキシ－５
ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－３－カルボン酸メチルエス
テル；５－［３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサ
ヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシメチル］－１Ｈ－テトラゾール；ピペリジン－
３－カルボン酸３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキ
サヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；４－ブロモ酪酸３－（１，１－ジメチル
ペンチル）－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエ
ステル；４－ニトロオキシ－酪酸３－（１，１－ジメチルペンチル）－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；７－（１，１－ジメチ
ルヘプチル）－９－ヒドロキシ－３，３－ジメチル－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ
－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキ
シ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，
１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－
ジベンゾフラン－４－オンオキシム；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－メチルス
ルファニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－
オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テト
ラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－
メチルスルファニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラ
ン－４－オンオキシム；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－２，３，
４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オンオキシム；７－（１，１－
ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－３，３－ジメチル－２，３，４ａ，９ｂ－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－３，３
－ジメチル－９－メチルスルファニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１
Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルペンチル）－９－ヒドロキシ－
３，３－ジメチル－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オ
ンオキシム；７－（１，１－ジメチルペンチル）－３，３－ジメチル－９－メチルスルフ
ァニルメトキシ－２，３，４ａ，９ｂ－テトラヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン
オキシム；［３－（１，１－ジメチルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルオキシ］－酢酸；ブト－２－エン
二酸モノ－［３－（１，１－ジメチルヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；７，７－ジメチル－
３－（２－フェネチル－［１，３］ジチオラン－２－イル）－５ａ，６，７，８，９，９
ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－メチルアミノ－プロピオン酸３－
（１，１－ジメチル－ヘプチル）－７，７－ジメチル－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イルエステル；ブト－２－エン二酸モノ－［７，７－
ジメチル－３－（２－フェネチル－［１，３］ジチオラン－２－イル）－５ａ，６，７，
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８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；３－（１，１－ジ
メチルペンチル）－２，４－ジニトロ－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジ
ベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメチルペンチル）－２－ニトロ－５ａ，６
，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフラン－１－オール；３－（１，１－ジメ
チルペンチル）－４－ニトロ－５ａ，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－ジベンゾフ
ラン－１－オール；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－（１，１
－ジメチル－ヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オ
キサ－ベンゾ［α］アズレン－４，９－ジオール；２－（１，１－ジメチルペンチル）－
５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレ
ン－４－オール；２－（１，１－ジメチルペンチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキ
サヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４，９－ジオール；２－（１
，１－ジメチルペンチル）－４－ヒドロキシ－４ｂ，５，６，７，８，９ａ－ヘキサヒド
ロ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オン；２－（１，１－ジメチルヘプチル
）－４－ヒドロキシ－４ｂ，５，６，７，８，９ａ－ヘキサヒドロ－１０－オキサ－ベン
ゾ［α］アズレン－９－オン；４－｛２－［２－（１，１－ジメチル－ヘプチル）－５，
６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－
４－イルオキシ］－エチル｝－モルホリン；［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，
６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－
４－イルオキシ］－酢酸；ブト－２－エン二酸モノ－［２－（１，１－ジメチルヘプチル
）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］ア
ズレン－４－イル］エステル；［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－
５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレ
ン－４－イルオキシ］－酢酸；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，９ａ－
テトラヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－（１，
１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オ
キサ－ベンゾ［α］アズレン－４，８，９－トリオール；ブト－２－エン二酸モノ－［９
－（３－カルボキシ－アクリロイルオキシ）－２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，
６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－
４－イル］エステル；リン酸モノ－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキ
シ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］ア
ズレン－４－イル］エステル；２－ペンチル－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ
－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－ペンチル－５，６，
７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４，
９－ジオール；４－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－５，６，７
，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－イ
ルオキシ］－酪酸；２－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－５，６
，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４
－イルオキシ］Ｎ，Ｎ－ジエチルアセトアミド；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－４
－（２－モルホリン－４－イル－エトキシ）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ
－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オール；２－（１，１－ジメチル
ヘプチル）－４－（２Ｈ－テトラゾール－５－イルメトキシ）－５，６，７，８，９，９
ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オール；２－（
１，１－ジメチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒド
ロ－４ｂＨ－１０－オキサベンゾ［α］アズレン－５－カルボン酸メチルエステル；２－
（１，１－ジメチルヘプチル）－４，９－ジヒドロキシ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－５－カルボン酸；２－（１
，１－ジメチルヘプチル）－５－ヒドロキシメチル－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサ
ヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；［２－（１，１－
ジ
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メチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ
－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－５－イル］－酢酸メチルエステル；２－（１，
１－ジメチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－４ｂ，５，６，７，８，９ａ－ヘキサヒドロ
－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－９－オンオキシム；２－（１，１－ジメチルヘ
プチル）－９－ヨード－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキ
サ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；［２－（２－メトキシ－エトキシ）－エトキシ
］－酢酸２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヒドロキシ－５，６，７，８，９，９
ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－イルエステル；
ブト－２－エン二酸モノ－［２－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－ヨード－５，６，
７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－４－
イル］エステル；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－４－ヒドロキシ－５，６，７，８
，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］アズレン－５－カルボ
ン酸；９－アミノ－２－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘ
キサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサベンゾ［α］アズレン－４－オール；９－アミノ－２
－（１，１－ジメチルヘプチル）－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－
１０－デスオキシ－ベンゾ［α］アズレン－４－オール；２－（１，１－ジメチルヘプチ
ル）－３－ニトロ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－
ベンゾ［α］アズレン－４，９－ジオール；２－（１，１－ジメチルヘプチル）－１－ニ
トロ－５，６，７，８，９，９ａ－ヘキサヒドロ－４ｂＨ－１０－オキサ－ベンゾ［α］
アズレン－４，９－ジオール；３－（１，１－ジメチルヘプチル）－６，７，８，９－テ
トラヒドロジベンゾフラン－１－オール；ブト－２－エン二酸モノ－［３－（１，１－ジ
メチルヘプチル）－６，７，８，９－テトラヒドロジベンゾフラン－１－イル］エステル
；３－（１，１－ジメチルペンチル）－６，７，８，９－テトラヒドロ－ジベンゾフラン
－１－オール；７－（１，１－ジメチルヘプチル）－９－メトキシ－１，１－ジメチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン；７－（１，１－ジメチルヘプチル
）－９－メトキシ－２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－
オン；ブト－２－エン二酸モノ－［３－（１，１－ジメチルペンチル）－６，７，８，９
－テトラヒドロ－ジベンゾフラン－１－イル］エステル；７－（１，１－ジメチルヘプチ
ル）－９－ヒドロキシ－１，１－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－
４－オン；及び３－（１，１－ジメチルヘプチル）－７，７－ジメチル－６，７，８，９
－テトラヒドロ－ジベンゾフラン－１－オールからなる群から選択される化合物を含む薬
剤組成物。
【請求項１８】
　活性成分として、式（ＩＩ）：
【化８】
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の構造により表される化合物を含む、請求項１２に記載の薬剤組成物。
【請求項１９】
　ｎが１～３の整数であり、環Ａが不飽和であり、Ｒ１が水素、環Ａの炭素分子と一緒に
なってカルボニル基を形成する酸素分子、及びＲからなる群から選択され、Ｒ２がＯＲで
あり、Ｒ３が飽和又は不飽和、直鎖、分枝又は環状Ｃ１～Ｃ１２アルキルであり、Ｒが先
に定義された通りである、請求項１８に記載の薬剤組成物。
【請求項２０】
　ｎが２であり、環Ａが不飽和であり、二重結合がＣ１とＣ２の間に位置し、Ｒ１が水素
、環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、又はＣＨ３であり、
Ｒ２がＯＣＨ３であり、Ｒ３が１，１－ジメチルヘプチルである、請求項１９に記載の薬
剤組成物。
【請求項２１】
　ｎが２であり、環Ａが不飽和であり、二重結合がＣ１とＣ２の間に位置し、Ｒ１が環Ａ
の炭素分子Ｃ６と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子、及びＣ３又はＣ４位置
におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ２がＯＣＨ３であり、Ｒ３が１，１－ジメチルヘプ
チルである、請求項２０に記載の薬剤組成物。
【請求項２２】
　活性成分として、９－（１，１－ジメチルヘプチル）－７－メトキシ－１，１－ジメチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン－４－オン及び９－（１，１－ジメチルヘ
プチル）－７－メトキシ－２，２－ジメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ジベンゾフラン
－４－オンからなる群から選択される化合物を含む、請求項２１に記載の薬剤組成物。
【請求項２３】
　前記希釈剤が、薬剤として許容される助溶媒を含む水溶液、天然又は合成のイオン又は
非イオン界面活性剤で調製されるミセル溶液又はエマルション、又はその様な助溶媒とミ
セル若しくはエマルション溶液の組合せを含む、請求項１２から２２までのいずれか一項
に記載の薬剤組成物。
【請求項２４】
　前記担体が、エタノール、界面活性剤及び水の溶液を含む、請求項２３に記載の薬剤組
成物。
【請求項２５】
　前記担体が、トリグリセリド、レシチン、グリセロール、乳化剤、及び水を含むエマル
ションである、請求項２３に記載の薬剤組成物。
【請求項２６】
　単位剤形にある、請求項１２から２２までのいずれか一項に記載の薬剤組成物。
【請求項２７】
　経口投与に適した、請求項２６に記載の薬剤組成物。
【請求項２８】
　非経口投与に適した、請求項２６に記載の薬剤組成物。
【請求項２９】
　請求項１から１１までのいずれか一項に記載の化合物の予防的に及び／又は治療的に有
効な量を、投与を必要とする対象に投与することを含む、炎症、自己免疫疾患、疼痛、神
経障害、神経変性疾患、神経炎症状態、眼障害、骨障害、心血管及び心臓炎症障害、食欲
障害、嘔吐状態及びある種の癌の予防、緩和又は治療方法。
【請求項３０】
　前記炎症及び自己免疫疾患が、関節リウマチ、若年性関節炎、変形性関節症、アレルギ
ー及びアレルギー反応、多発性硬化症、全身性エリテマトーデス、重症筋無力症、Ｉ型糖
尿病、肝炎、乾癬、炎症性腸疾患、クローン病、潰瘍性大腸炎、臓器移植における組織拒
絶、吸収不良症候群、セリアック病、肺疾患、喘息、慢性気管支炎、慢性閉塞性肺疾患及
びシェーグレン症候群を含む群から選択される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
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　疼痛が、急性、慢性、末梢的、内臓、神経性、炎症性及び関連痛を含む群から選択され
る、請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　前記神経障害、神経変性疾患及び神経炎症状態が、脳卒中、片頭痛、群発性頭痛、癇癪
、パーキンソン病、アルツハイマー病、筋萎縮性側索硬化症、ハンチントン舞踏病、プリ
オン随伴疾患、中枢神経系の中毒、筋肉の痙攣及び震え、髄膜炎、脳炎、脳虚血、並びに
ギランバレー症候群を含む群から選択される、請求項２９に記載の方法。
【請求項３３】
　前記心血管及び心臓炎症障害が、アテローム性動脈硬化症、心膜炎、心筋炎、心内膜炎
、不整脈、高血圧症及び心筋虚血損傷を含む群から選択される、請求項２９に記載の方法
。
【請求項３４】
　前記骨、眼、食欲の障害及び嘔吐状態が、骨代謝異常、パジェット病、骨粗鬆症、緑内
障、拒食症、悪液質、嘔吐及び悪心からなる群から選択される、請求項２９に記載の方法
。
【請求項３５】
　前記癌が、悪性脳腫瘍、皮膚腫瘍、肺腺癌、子宮、胸部及び前立腺の癌、リンパ腫、神
経膠腫、甲状腺上皮腫、並びに神経芽細胞腫からなる群から選択される、請求項２９に記
載の方法。
【請求項３６】
　炎症、自己免疫疾患、疼痛、神経障害、神経変性疾患、眼障害、骨障害、心血管及び心
臓炎症障害、食欲障害、嘔吐状態及びある種の癌を予防、緩和又は治療するための薬剤の
調製のための請求項１から１１までのいずれか一項に記載の化合物の使用。
【請求項３７】
　前記炎症及び自己免疫疾患が、関節リウマチ、若年性関節炎、変形性関節症、アレルギ
ー及びアレルギー反応、喘息、多発性硬化症、全身性エリテマトーデス、重症筋無力症、
Ｉ型糖尿病、肝炎、乾癬、炎症性腸疾患、クローン病、潰瘍性大腸炎、臓器移植における
組織拒絶、吸収不良症候群、セリアック病、肺疾患、喘息、慢性気管支炎、慢性閉塞性肺
疾患及びシェーグレン症候群を含む群から選択される、請求項３６に記載の使用。
【請求項３８】
　疼痛が、急性、慢性、末梢的、内臓、神経性、炎症性及び関連痛を含む群から選択され
る、請求項３６に記載の使用。
【請求項３９】
　前記神経障害、神経変性疾患及び神経炎症状態が、脳卒中、片頭痛、群発性頭痛、癇癪
、パーキンソン病、アルツハイマー病、筋萎縮性側索硬化症、ハンチントン舞踏病、プリ
オン随伴疾患、中枢神経系の中毒、筋肉の痙攣及び震え、髄膜炎、脳炎、脳虚血、並びに
ギランバレー症候群を含む群から選択される、請求項３６に記載の使用。
【請求項４０】
　前記心血管及び心臓炎症障害が、アテローム性動脈硬化症、心膜炎、心筋炎、心内膜炎
、不整脈、高血圧症及び心筋虚血損傷を含む群から選択される、請求項３６に記載の使用
。
【請求項４１】
　前記骨、眼、食欲の障害及び嘔吐状態が、骨代謝異常、パジェット病、骨粗鬆症、緑内
障、拒食症、悪液質、嘔吐及び悪心からなる群から選択される、請求項３６に記載の使用
。
【請求項４２】
　一般式（Ｉ）：
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【化９】

［式中、
【化１０】

は単結合を表し、
ＸはＣＨ２であり、Ｒ１は、各存在において、独立に、水素及びＣＨ３からなる群から選
択され、Ｒ２は、ＯＨ及びＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨからなる群から選択され、
Ｒ３は、１，１－ジメチルペンチル及び１，１－ジメチルヘプチルからなる群から選択さ
れ、Ｒ４は水素であり、ｐは０～２の整数であり、ｑは０の整数である化合物。
【請求項４３】
　一般式（Ｉ）：
【化１１】

［式中、

【化１２】

は単結合又は二重結合を表し、
　Ｘは、(ＣＨｍ)２（ここで、ｍは０～２の整数である）であり、環Ａは飽和又は不飽和
（任意の二重結合は、Ｃ１とＣ２又はＣ３とＣ４の間に位置する）であり、Ｒ１は、各存
在において、独立に、水素、環Ａの炭素分子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素
分子、ＯＨ、イソプロピリデン、オキシム、ヨウ素、及びＣＨ３からなる群から選択され
、Ｒ２はＯＨ、ＯＣＨ３、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣＨ２ＳＣＨ３、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ
）２、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ３、ＯＰ（ＯＣ２Ｈ５）２、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＣＨ２Ｃ
Ｈ２－モルフォリン、ＯＣ（Ｏ）－ピペリジン、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）２ＮＨＣＨ３、Ｏ
ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）（ＣＨ
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２）３Ｂｒ、及びＯＣ（Ｏ）（ＣＨ２）３ＯＮＯ２からなる群から選択され、Ｒ３は２－
フェネチル－［１，３］－ジチオラン、２－メチル－［１，３］ジチオラン－２－イル、
Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、１，１－ジメチルペンチル及び１，１－ジメチルヘ
プチルからなる群から選択され、Ｒ４は、水素及びＮＯ２からなる群から選択され、ｐは
０～３の整数であり、ｑは０～２の整数である化合物。
【請求項４４】
　一般式（Ｉ）：
【化１３】

［式中、
【化１４】

は単結合を表し、
　Ｘは、(ＣＨｍ)３（ｍは０～２の整数である）であり、Ｒ１は、水素、ＯＨ、ヨウ素、
オキシム、Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、ＮＨ２、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、Ｃ（Ｏ）Ｏ
ＣＨ３、ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＣＨ２ＯＨ、ＣＨ３及び環Ａの炭素分
子と一緒になってカルボニル基を形成する酸素分子からなる群から選択され、Ｒ２は、Ｏ
Ｈ、ＯＣＨ２ＣＨ２－モルホリン、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ
）ＯＨ、ＯＣＨ２－テトラゾール、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｃ２Ｈ

５）２、ＯＣ（Ｏ）ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ３及びＯ（ＣＨ２）３Ｃ
（Ｏ）ＯＨからなる群から選択され、Ｒ３はペンチル、１，１－ジメチルペンチル及び１
，１－ジメチルヘプチルからなる群から選択され、Ｒ４は水素及びＮＯ２からなる群から
選択され、ｐは０～３の整数であり、ｑは０～２の整数である化合物。
【請求項４５】
　一般式（ＩＩ）：



(23) JP 2008-542359 A5 2009.7.16

【化１５】

【化１６】

は単結合又は二重結合を表し、
　Ｘは、（ＣＨｍ）２（ここで、ｍは０～２の整数である）であり、環Ａは不飽和であり
、二重結合はＣ１とＣ２の間に位置し、Ｒ１は、水素、環Ａの炭素分子と一緒になってカ
ルボニル基を形成する酸素分子、及びＣＨ３からなる群から選択され、Ｒ２は、ＯＣＨ３

であり、Ｒ３は、１，１－ジメチルヘプチルであり、Ｒ４は水素であり、ｑは０であり、
及びｐは３である化合物。
【請求項４６】
　一般式（ＩＩ）：

【化１７】

【化１８】

は単結合又は二重結合を表し、
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　Ｘは、（ＣＨｍ）２（ここで、ｍは０～２の整数である）であり、環Ａは不飽和であり
、二重結合はＣ１とＣ２の間に位置し、Ｒ１は環Ａの炭素分子Ｃ６と一緒になってカルボ
ニル基を形成する酸素分子、及びＣ３又はＣ４位置におけるｇｅｍ－ジメチルであり、Ｒ

２はＯＣＨ３であり、Ｒ３は１，１－ジメチルヘプチルであり、Ｒ４は水素であり、ｑは
０であり、及びｐは３である化合物。
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